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２㹁㸮２ 

ᆅ域᣺⯆におけるࣈࢧカルチャーᡓ␎ 

 

 （Ⲕ㔝ୗ貴ᑄ㸦日本大学大学㝔知的㈈⏘研究科）㸪బஂ田ᫀ἞㸦日本大学大学㝔ᩍᤵۑ

 

1. はじめに 

日本はኻࢃれた 20年௨ᚋ、⦆やかにではあるが G8ㅖ外ᅜとࡰ࡯同等の⤒῭ᡂ㛗を続けている㸦ᅗ㸯）。

にも関ࢃらず、ᕷẸ感ぬとしての୙ἣ感はᣔいษれずにいるところである。 

一方で、ᡃがᅜのᆅ域・ᆅ方は⑂ᘢの一㏵を䭝っており、⑂ᘢのຍ㏿に対するṑṆめやᾋ上策は≺い

通りのᡂ果が上がらず、ྛ自἞యが手をこまࡡいている状ἣは周知の事ᐇである。この୙ἣ感の⫼景に

は種々の要因が考えられようが、➹者らは༴機感のḞዴཬࡧᆅ域に活ຊのない状ἣに特に╔目する。 

 確かにᡃがᅜが┤㠃しているᆅ域に対する課題は、ㅖ外ᅜのそれらと㍑࡭るとᜨまれた状ἣにあるの

だろうが、そこは「よそはよそ、うࡕはうࡕ」といったどⅬであたることが⫢要である。୙ἣ感のᡴ◚

ためにも、ᆅ域᣺⯆を考えることࡄ⧄いてはᡃがᅜの᭦なる発展ないしはᑗ来ୡ代に誇りある日本をࡦ

がᛴ務かつ୙可Ḟな課題である。多様化の時代を㏄えた௒、ᚑ来ᆺのᆅ域資源やྡ⏘ရ等の「ࣔノ」の

消費に౫Ꮡしたᆅ域᣺⯆策から⬺༷するᚲ要性がある。 

 

2. ᆅ域᣺⯆とࣈࢧカルチャー 

㏆年、「らきۼすた」と㮖ᐑ㸦現・ᇸ⋢┴ஂ喜ᕷ）の事౛をはじめ、௒年にはア࣓ࢽ「ị⳹」がᒱ㜧

┴内にもたらす⤒῭ຠ果が㸰㸯൨෇にも上るとの見通しも発⾲されるなど、ࣈࢧカルチャーがᆅ方にも

たらす影響についてにࢃかにὀ目が集まっている。 

 そこで本✏では、ྛᆅ域におけるࣈࢧカルチャー㸦主にア࣓ࢽ・࣐ン࢞・ライトノ࣋ル）を活用した

ᆅ域᣺⯆事౛の調査データから考察するとともに、ࣈࢧカルチャーをはじめとした種々のコンテンࢶ・

࣓ディアを活用した交流・価್ඹ๰に重きを⨨くᆅ域᣺⯆策の重要性を策᱌の一つとしてᣲࡆるとඹに、

ᆅ域とྛ種Ẹ間௻業を⧅࣋ࡄンチャー௻業のᚲ要性についてᥦゝする。 

ᅗ 1 G8 ㅖᅜにおけるᐇ㉁⤒῭ᡂ㛗⋡の᥎⛣
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3. ᆅ方の現状㹼ᆅ域᣺⯆の観Ⅼから㹼 

ᆅ方には、豊かにᜥづく自然・ே々の かࡳ・⊂自のఏ⤫文化・⒵し・安らぎ等々とᣲࡆれࡤᯛᣲに

ᬤがない࡯どの㨩ຊを‣えている。しかしながら、これらをᆅ域᣺⯆࡬とうまくⴠとし㎸ࡴためには、

㞀ቨがある。この㞀ቨはḟの二Ⅼに集⣙される。 

➨一にࣄトに関する㞀ቨがᣲࡆられる。社会減と自然減によるேཱྀ減少はもࡕろࢇのこと、㒔ᕷᅪ࡬

のேཱྀ流出を⫼景とする少子高㱋化が㢧ⴭである。特にⱝ者の流出が与える影響は多大である。高ᗘ情

報社会を㏄えた現代社会においては多様な価್観のᙧᡂが生じており、時代のኚ化、ࢽーࢬの多様化に

㡰ᛂ可能な࣐インド・能ຊを⛎めるேᮦの流出は、ᆅ方にとってこれからのᆅ域᣺⯆を᥎㐍する㝿の大

きな㞀ቨとなっている。 

➨二に㈈ᨻについての㞀ቨである。ඛにᣲࡆた少子高㱋化ཬࡧேཱྀ流出は域内㟂要を⦰ᑠさせ、ᆅ域

⤒῭の⦰ᑠを┈々ຍ㏿させる一因になる。ᆅ方㈈ᨻの㈈源୙足高はᆅ方⛯཰等のⴠ㎸ࡳや減⛯等を⫼景

にᖹᡂ 6年ᗘ௨㝆ᛴ⃭にᣑ大し続けており、ᖹᡂ 24年ᗘは、ᆅ方⛯཰ධやᆅ方交௜⛯の原資となるᅜ

⛯཰ධが⦆やかにᅇ᚟することが見㎸まれる一方で、社会保㞀関ಀ費の自然増や公മ費が高いỈ‽で᥎

⛣すること等により、㈈源୙足高は⣙ 14 ඙෇にも㐩する。ຍえて、ᆅ方㈈ᨻの೉ධ金ṧ高は、ᖹᡂ 24

年ᗘᮎには 200඙෇、対 GDPẚで 41.8㸣にも上る㸦ᅗ㸰）。年々ཝしい状ἣに⨨かれる㈈ᨻୗにおいて

は、ᆅ方自἞యは住Ẹ生活の保全すらままならない事態に㝗る⵹然性も高く、ᚲ然的に㈈ᨻไ⣙が生ず

る結果となり、ᆅ域᣺⯆に充分な㈈源ᢞ資を行うことが容᫆でなくなる。 

ᅗ 2 ᆅ方㈈ᨻの現状

 
このような㞀ቨをᢪえる環境ୗにあるᆅ方が௒ᚋᆅ域᣺⯆を考える㝿には、᪤Ꮡ資源・⏘業の連ᦠ・

⤌合せを通じてྛᆅ域が持つ「らしさ」をᦆなࢃないようにしつつも、時代がồめる多様な価್観に࣐

ッチングさせたり、新しい価್を๰出したりするにはどのようにす࡭きかを発᝿し、「㈈ᨻ」と「らし

さ㸦㸻ᙉࡳ）」そして「ࢽーࢬ」のバランスをᅗりながらᆅ域᣺⯆にྲྀり⤌ࡴことがồめられる。 

 

4. ᆅ域᣺⯆策にࣈࢧカルチャーを活用することの意⩏ 

れる行動ᙧࡤカルチャーがᆅ方・ᆅ域に影響を与えている大きな要因の一つに「⪷ᆅᕠ♩」と࿧ࣈࢧ

態がᣲࡆられる。「⪷ᆅᕠ♩」とはᖹたくゝえࡤ⯙ྎ᥈ゼである。ణし、༢なる⯙ྎ᥈ゼに␃まるもの

ではない。「⪷ᆅᕠ♩」とはࣈࢧカルチャーコンテンࢶに関ࢃる場に࢓ࣇンが㉱き、ᐇ㝿の㢼景・㞺ᅖ

Ẽを自らの஬感で感受することにより、コンテンࢶの≀語に一ᒙの᝿いを㥅せるのࡳならずࡦいては現

ᐇをさらに῝くㄞࡳゎいていく行Ⅽである。 

この「⪷ᆅᕠ♩」はᆅ域᣺⯆策とぶ࿴性が高い。つまり、「⪷ᆅᕠ♩」の⯙ྎとなる場はすでにコン
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テンࢶ内にあらかじめ描かれているものであり、「⪷ᆅᕠ♩」の主యである࢓ࣇンも「⪷ᆅ㸦㸻⯙ྎ）」

のありのままの㢼景・㞺ᅖẼ㸦㸻らしさ）を通じてコンテンࢶの≀語を⣣ゎくことをồめているのであ

り、大きなᢞ資㸦㸻㈈ᨻ）を行うことなく᣺⯆策を展㛤できるという฼Ⅼをഛえており、㈈ᨻ㞀ቨをᢪ

えるᆅ方にとっても᣺⯆策として活用し᫆い。 

また、ア࣓ࢽ・࣐ン࢞・ライトノ࣋ルをはじめとしたࣈࢧカルチャーコンテンࢶは「⹫構」であるが、

しろ「⹫構」であると明確に認識できるがᨾにその確❧されたୡ⏺観・≀語感を῝くா受出来るのでࡴ

あり、それらのコンテンࢶ内で描かれるのはே間の等㌟大の内㠃ୡ⏺である。それらは理ᒅではなく消

費者の感情にッえかけるものであり、感動やඹ感といった感性価್のඹ᭷を主║に⨨くことさえ出来れ

 。ᆅ域᣺⯆策に活用することは㞴くないはずであるࡤ

いつの時代もே々を✺き動かしてきたのは情⇕をはじめとしたࣄトの感情である。ここで観ගᆅを代

⾲とする交流ேཱྀの流ධがあるᆅ域をಠ▔してࡳると、ᅜ内外をၥࢃず、㢼景、᪋タ、ఏ⤫等の㢮ᆺを

もၥࢃず、ྛ々⊂自の≀語を持っていることがよく分かる。そしてᡃ々は、その≀語を஬感でㄞࡳゎき

自ᕫの⤒験にⴠとし㎸ࡴⅭにྛᆅをᕠるのではないだろうか。であれࡤこそ、ࣈࢧカルチャーコンテン

によって与えられた≀語を✚ᴟ的に活用することは、㝆って‪いた᱁ዲのᆅ域᣺⯆の一策᱌となるこࢶ

とはᙜ然のこととして、時代のኚ容や価್観の多様化を認識し௒ᚋのᆅ域᣺⯆のᅾり方について௒一ᗘ

見つめ┤す機会でもあるⅬに意⩏を見出すことが出来るものと➹者らは考える。 

 

5. ྛᆅ域におけるࣈࢧカルチャーの活用状ἣ 

5.1 特タ WEB   イトタ⨨事౛ࢧ

ᆅ域と⦕のあるࣈࢧカルチャーを㍈にした観ග᱌内等の情報発ಙを行っている特タ WEBࢧイトのタ⨨

事౛を཰集した。ྛ㒔㐨ᗓ┴の観ගࢧイトや、᳨⣴エンジン上で「ࣈࢧカルチャー」「ᆅ域᣺⯆」をキ

ーワードとして཰集した。結果を⾲ 1に♧す。なお、ࣈࢧカルチャーをᢅっているものの༢なる報告・

⤂௓グ事のᥖ㍕や᪋タ・イ࣋ント等の᱌内に␃まるものはྵめていない。 

⾲㸯 ྛᆅ域におけるࣈࢧカルチャーを活用した特タ WEB  イトタ⨨状ἣࢧ

㒔㐨ᗓ┴ྡ ࢧイトྡ 主ദ 原సジャンル 

໭ᾏ㐨 ࣐ンタࣅ㹼ᮐᖠまࢇが WEB㹼 ᮐᖠၟ工会㆟ᡤ ࣐ン࢞ 

くしロケ ࠌ MAP2012 㔲㊰⥲合᣺⯆ᒁ ࣐ン࢞ 

ᒾ手 いࢃて࣐ン࢞プロジ࢙クト ᒾ手┴ ࣐ン࢞ 

ᇸ⋢ ᇸ⋢ࡻࡕ㹼で࠷ー࡫な観ග༠会 ᇸ⋢┴観ග課 

ᇸ⋢┴≀⏘観ග༠会 

アࢽ 㸦࣓自主ไసྵࡴ）、

࣐ン࢞ 

༓ⴥ ㍯ᘔのラグランジ࢙ かもࣅࢼ特タ

 イトࢧ

かもがࣅࢼࢃ㸦参ຍᅋ

యによるไసチー࣒）

ア࣓ࢽ 

新₲ MangAnimeࣅࢼにいがた 新₲ᕷ文化観ග・ス࣏

ーࢶ部文化ᨻ策課 

ア࣓ࢽ㸪࣐ン࢞ 

ᐩ山 ᐩ山観ගア࣓ࢽプロジ࢙ト「Ἵかせ

るࢯラに会いたい」 

ᐩ山観ගア࣓ࢽプロ

ジ࢙クト 

自主ไసアࢽ 㸦࣓⤒῭⏘

業┬・CoolJAPAN事業） 
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༓ⴥ ㍯ᘔのラグランジ࢙ かもࣅࢼ特タ

 イトࢧ

かもがࣅࢼࢃ㸦参ຍᅋ

యによるไసチー࣒） 

ア࣓ࢽ 

新₲ MangAnimeࣅࢼにいがた 新₲ᕷ文化観ග・ス࣏

ーࢶ部文化ᨻ策課 

ア࣓ࢽ㸪࣐ン࢞ 

ᐩ山 ᐩ山観ගア࣓ࢽプロジ࢙ト「Ἵかせ

るࢯラに会いたい」 

ᐩ山観ගア࣓ࢽプロ

ジ࢙クト 

自主ไసアࢽ 㸦࣓⤒῭⏘

業┬・CoolJAPAN事業） 

ᐩ山 ロカルࡷࡕ㸟ᐩ山 ᐩ山┴観ග課 

(社)ᐩ山観ග連┕ 

ア࣓ࢽ 

࣐ン࢞ 

石川 ࣓ࢽア 会༠ග観Ἠ ᾛ‮ り⚍りࡰࢇࡰᾛ‮ 

⚟井 ࢩン࣎ルロード࣓ࣔࣗࢽント ᩔ㈡ၟ工会㆟ᡤ ア࣓ࢽ 

㛗㔝 上田ᕷアイプロジ࢙クト 上田ᕷ ࢜リジࢼル 

 ࣓ࢽおもてなしプロジ࢙クト ᑠㅖᕷ アࡕなつま ࠌ

㟼ᒸ ኟⰍの⾤ ኟⰍ観ග༠会ୗ田㐠

Ⴀ本部 

ア࣓ࢽ 

ឡ知 知多ፉ。 NPO法ேエンドࢦール ࢜リジࢼル 

ி㒔 ி㒔ₔᙬ ி㒔ᕷ ア࣓ࢽ㸪࣐ン࢞ 

රᗜ KOBE㕲ே PROJECT NPO法ே KOBE㕲ே

PROJECT 

ア࣓ࢽ、࣐ン࢞ 

㫽ྲྀ まࢇが⋤ᅜとっとり 㫽ྲྀ┴文化観ගᒁ ࣐ン࢞ 

ᒸ山 ಴ᩜ観ග WEB ಴ᩜᕷ ࣐ン࢞ 

ᗈᓥ ア࣓ࢽ「たまゆら」のまࡕ➉原 ➉原ᕷ役ᡤ ア࣓ࢽ 

徳ᓥ ࣐チۻアࣅࢯ ア࣓ࢽまつりᐇ行ጤ

ဨ会 

ア࣓ࢽ 

 
5.2 活用状ἣの㢮ᆺ別集計結果 

 本⠇では、ࣇィールドワークཬ᳨ࡧ⣴エンジン上で「ࣈࢧカルチャー」「ᆅ方」「コラ࣎」「イ࣋ント」

をキーワードとして཰集したᆅ方・ᆅ域におけるࣈࢧカルチャーの活用事౛を、そのコラ࣎レーࣙࢩン

㢮ᆺ別に集計した上で、さらに「ࣔノ」、「ࢧーࣅス」、「交流・価್ඹ๰」の㸱㢮ᆺに分㢮する。結果を

ᅗ 3ཬࡧ 4に♧す。 

ᅗ 3 コラ࣎レーࣙࢩン㢮ᆺ別活用状ἣ
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ᅗ 4 「ࣔノ」「ࢧーࣅス」「交流・価್ඹ๰」の๭合 

 
 
6. 考察と௒ᚋに向けたᥦゝ 

6.1 考察 

調査を㐍める中で、ࣈࢧカルチャーをᆅ域᣺⯆に活用した事౛の中には、消費者たる࢓ࣇンのことを

⇍慮しない一方的なもの情報発ಙに␃まるものが多くᩓ見された。また、「らきۼすた」と㮖ᐑの事౛

はࣈࢧカルチャーとᆅ域᣺⯆がうまく⼥合した最たるᡂຌ事౛として多くの࣓ディアからὀ目される

こととなったが、その「結果」のࡳを㬼࿐ࡳにしてࣈࢧカルチャーをこじつけただけの様なものも多く

見られた。 

「らきۼすた」と㮖ᐑの事౛がᡂຌした要因は、ᆅඖの方々が࢓ࣇンとの対ヰをḞかさず、ඹに≀語

に価್を与えようとດຊしྲྀり⤌まれてきた㈷≀である。この重要なⅬがあまりはっきりとは認識され

ていないのは、ᆅ方・ᆅ域のࢽー࡬ࢬの認識・理ゎຊ୙足、࣐ーケティング能ຊのஈしさがዴᐇに現れ

ているとゝえよう。 

ຍえて、「ࣔノ」࡬の౫Ꮡも㢧ⴭな特ᚩとしてᣲࡆられよう。ᚑ来ᆺの「ࣔノ」の消費に౫Ꮡしたᆅ

域᣺⯆策は消費者の充足感を短ᮇ間で‶足させるࡤかりか、資源や⏘業に関ࢃりが↓いே々は฼┈をா

受し㞴い。このような状ἣୗでは新しい価್観をྲྀ㎸ࡴ㝿に、価್観同ኈは交流・ᑛ重はおろか⾪✺・

᎘ᝏの方向࡬と向かうᜍれが㠀ᖖに高い。 

 

6.2 ௒ᚋに向けたᥦゝ 

ձ「ᆅ方・ᆅ域のࢽー࡬ࢬの認識・理ゎຊ୙足、࣐ーケティング能ຊのஈしさ」が生じている分㔝にこ

そ、ࢽーࢬと消費者心理を心得た、かつ、ᆅ方・ᆅ域とྛ種Ẹ間௻業そして消費者を⧅ࡄためのຠ果

的な࣐ーケティングを行える⤌⧊がᚲ要である。ణし、᪤Ꮡの行ᨻཬࡧẸ間⤌⧊にこの役๭をᮇᚅす

るのは現ᐇには㞴しい。ࢯーࢩャル࣋ンチャー・࣋ンチャー௻業がᚲ要なのではないだろうか。 

ղᆅ域は「ࣄト」が๰りあࡆるものであるということを、ᛀれてはいけない。これからは、多くのேࡧ

とをᕳき㎸ࢇでே間としての豊かさを㏣ồすることもᆅ域᣺⯆の役๭の一➃となる。であれࡤこそ、

交流・価್ඹ๰に重きを⨨くᆅ域᣺⯆策࡬の㌿᥮の重要性・ᚲ要性を主ᙇするᡤ௨である。 

ճᡃがᅜのᆅ域᣺⯆策は、ࣁード・⏘業やࡈく少ᩘのキラーコンテンࢶ㸦Ҹᩆୡ主）に౫ᣐしすぎてい

るようにᛮࢃれる。時代は多様化の時代である。これからのᆅ域᣺⯆策の❧᱌にあたっては、ᆅ域・
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はࣈࢧカルチャーとᆅ域᣺⯆がうまく⼥合した最たるᡂຌ事౛として多くの࣓ディアからὀ目される

こととなったが、その「結果」のࡳを㬼࿐ࡳにしてࣈࢧカルチャーをこじつけただけの様なものも多く

見られた。 

「らきۼすた」と㮖ᐑの事౛がᡂຌした要因は、ᆅඖの方々が࢓ࣇンとの対ヰをḞかさず、ඹに≀語

に価್を与えようとດຊしྲྀり⤌まれてきた㈷≀である。この重要なⅬがあまりはっきりとは認識され

ていないのは、ᆅ方・ᆅ域のࢽー࡬ࢬの認識・理ゎຊ୙足、࣐ーケティング能ຊのஈしさがዴᐇに現れ

ているとゝえよう。 

ຍえて、「ࣔノ」࡬の౫Ꮡも㢧ⴭな特ᚩとしてᣲࡆられよう。ᚑ来ᆺの「ࣔノ」の消費に౫Ꮡしたᆅ

域᣺⯆策は消費者の充足感を短ᮇ間で‶足させるࡤかりか、資源や⏘業に関ࢃりが↓いே々は฼┈をா

受し㞴い。このような状ἣୗでは新しい価್観をྲྀ㎸ࡴ㝿に、価್観同ኈは交流・ᑛ重はおろか⾪✺・

᎘ᝏの方向࡬と向かうᜍれが㠀ᖖに高い。 

 

6.2 ௒ᚋに向けたᥦゝ 

ձ「ᆅ方・ᆅ域のࢽー࡬ࢬの認識・理ゎຊ୙足、࣐ーケティング能ຊのஈしさ」が生じている分㔝にこ

そ、ࢽーࢬと消費者心理を心得た、かつ、ᆅ方・ᆅ域とྛ種Ẹ間௻業そして消費者を⧅ࡄためのຠ果

的な࣐ーケティングを行える⤌⧊がᚲ要である。ణし、᪤Ꮡの行ᨻཬࡧẸ間⤌⧊にこの役๭をᮇᚅす

るのは現ᐇには㞴しい。ࢯーࢩャル࣋ンチャー・࣋ンチャー௻業がᚲ要なのではないだろうか。 

ղᆅ域は「ࣄト」が๰りあࡆるものであるということを、ᛀれてはいけない。これからは、多くのேࡧ

とをᕳき㎸ࢇでே間としての豊かさを㏣ồすることもᆅ域᣺⯆の役๭の一➃となる。であれࡤこそ、

交流・価್ඹ๰に重きを⨨くᆅ域᣺⯆策࡬の㌿᥮の重要性・ᚲ要性を主ᙇするᡤ௨である。 

ճᡃがᅜのᆅ域᣺⯆策は、ࣁード・⏘業やࡈく少ᩘのキラーコンテンࢶ㸦Ҹᩆୡ主）に౫ᣐしすぎてい

るようにᛮࢃれる。時代は多様化の時代である。これからのᆅ域᣺⯆策の❧᱌にあたっては、ᆅ域・

資源・⏘業・住Ẹ・消費者が一యとなって、ඹに価್を見つけ、与え、そして๰りあࡆるどⅬを᥇り

㎸ࡴことが⫢要である。 

մࣈࢧカルチャーはᆅ域᣺⯆策᱌の一つとして大きくᐤ与するものである。 
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